
貸f普対照表

令穂03年 12月 81日 現在

株式会社イオトイジヤパン (単位 :円 )

資産の部 負使の部

科 回 金額 科 目 金額

【流動資産〕

rダと金及び預金

売掛金

仕掛昂

立替金

前払費用

未収還付税金

貸イとヽl号と当金

(固定資進↓

有影固定資産

I具器具縮品

減価償Йl累計額

無影固定資産

ソフトウェア

ソフトウェアイナ又lと力定

49,410,317

15,315,489

32,690,878

800,l100

550,4S9

215,442

89

△ 162.000

2,86と !892

1811,061

1,000,055

△ 819,994

2,681,831

258,768

2,423,063

(流動負債】

賞掛金

未払金

未払法人税等

未払消費税等

預じ金

【霞定負債 I

役員退職憩労引当金

33,795,317

23,238,990

5,340,147

180,000

2,754,600

2,281,「じ80

18,C00,OCO

18,000,0011

負猿の部合言r 51,795,317

純資産の部

科日 金額

〔株主資本〕

資本金

資本剰余金

資本準備金

利益剰余金

そのイ色利益剰余金

繰越不ll益剰余金

(う ち当鶏純損失)

4?6,892

25,000,l100

20,000,999

20,C00,000

△ 44,攪 3,108

△ 44,523,108

△ 44,523,108

△ 10,967,C154

純資産の都合計 476,892

資産の部合計 「,2,272,209 負猿 =純資産の部合計 52,272,209



個別注記表

造 令剰03年 01月 01日

至 令和03年 12月 31日

株式会社イオトイジヤパン

1.こ の計算き類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

2.重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1)と育l定資産の減′瓶イ賞部の方法

③有テレ固定資産

定率法 (ただし、平成 10年 4月 長臼以蜂に取得した建物 (附属設備を除く。)及び平成 28

年 4た と恩以降取得した建νノJ附属設備並びに構築牛夕」については定額法)を採用しています。

②無影固定賓産

定額法を採用しています。

(2)31当金の計と基準

①貸倒尋1当金

横権の貸側による擬失とこ備えるため、一般債権について法人税法の規定による法定繰人承によ

り計上するほか、個々の偵権の風4又可能性を甚力案して計上しています。

②役員退職葱労
=1当
金

役員の退職態労金の支絵に機えるたとう、美居木要支給密貢を計 iしております。

(3,その他計算書類の作成のための基本となる重要事項

①消費税等の会計処理

消費税等の会計処理すま、税抜方式によつています。

3.株主資本管変動計算書
`こ

関する注記

(1)当該事業年度の末自におとする発行済株式の種類及び総数 1,000株


